
令和５年１０月１１日 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名称…グループホーム敬愛苑 

サービス種類…認知症対応型共同生活介護 

会議開催日…令和５年９月２８日 

開催場所…ボートピア松江ビル４Ｆ会議室 

出席者 

事業所 4 人 利用者 ０人 

利用者家族 2 人 地域代表者 3 人 

松江市職員 １人 包括支援センター ０人 

知見を有する者 ０人 その他(防災センター) 1 人 

会議次第 

１．挨拶 

・西浦常務取締役より挨拶。運営推進会議へ参加頂いたことへの感謝と、本日の会議

はデイサービス敬愛苑との合同開催となることを話す。 

２．出席者自己紹介 

３．議事概要 

（１）現在のサービス提供状況の説明 

（２）行事報告・日々の活動報告 

    行事  ７月 七夕会 

           天神祭 

        ８月 ポップサーカス 

           誕生会 

           水郷祭 

    研修 （社内）救急対応・ＡＥＤ、吸引器の使い方について 

           バリデーションケアについて 

           口腔ケアの方法 

       （社外）高齢者住まい看取り研修会 

           老いを支える看取りを支える介護 

           施設ケアマネージャー研修会 

           グループホーム部会 

           応急手当普及員再講習 

（３）避難経路・避難場所の確認（終了後に苑保存の非常食「レトルトすだちわかめごは

ん」を配布」 

意見交換 

敬愛苑  業務継続計画の作成が義務付けられ、災害時の行動について確認がしたい。 

ビルが出来た時に、地域住民に対して避難場所として提供している現状があ

る。 



市や県から認定されている避難場所ではないが、有事の際には 2 階のボート

ピアへ避難して頂くことになっている。これを再確認したい。また、会議後

に避難場所へ実際に移動し、場所を確認したのち、関係者間で情報共有をし

ていきたい。 

 食料備蓄として 500～1000 食のレトルトごはんや、場内の自動販売機など

の設置があるが、基本的には場所だけの提供となることを周知しておいてほ

しい。備蓄については、社協へ 300 食程度寄付している。 

トイレも利用可能だが、水道が使えなくなった際の非常用トイレなどの利用

については、各町内で検討しておいてほしい。 

各地区での避難場所については、どう考えておられるか？ 

地域 A スティックビルや、公民館、嫁島会館などが避難場所として指定されてい

るが、豪雨の際など、公民館へ避難することは宍道湖へ向かっていくことと

なるので正直現実的ではない。収容スペースについても、とても住民を許容

できるものではなく、地域でもボートピアがあることをあてにしている。 

地域 B 避難場所が多いことはありがたいことだと思っている。敬愛苑やアゼリア

など、避難場所として提供して頂けるところを確保していくことも、地域の

課題であると認識している。区外の住民であっても避難することができるよ

う、一度話し合いを行い整理しておきたいと思っている。 

敬愛苑 夏の豪雨の際、地域の方から「危なくなったら避難させてほしい」と電話

をいただいた。協力体制の周知を継続していきたいと思っている。 

敬愛苑 先日ビルの点検も行っており、建設会社より「震度七まで耐えうる設計を

してある」と評価を頂いている。避難所としては強度、広さ、高さ、全てに

おいて信頼性が高いと認識している。 

災害時、公民館や町内では、どの程度の備蓄を用意されているか？ 

地域 A 最低限のものを用意している。必要時は市に依頼し、提供してもらう形で

考えている。 

地域 B        白潟地区は崖が無いことが一つ安全なポイントで、土砂災害のリスクは低

い。平成 18 年の浸水の後、天神川の水門が整備され、それ以降は線状降水帯

などが発生しても一部地域を除いて浸水などのリスクは小さくなっている。

かなり改善されている。 

敬愛苑  災害時、施設職員が対応困難な状況も考えられるため、地域からも手伝っ

ていただけるか？ 

地域 B  災害時は自分のことで手一杯であることが予想される。しかし、困ったと

きはもちろんお互い様という考えが大切であり、可能であれば手伝う。避難

所として指定もされているし、手伝える人間が避難してくることも予想され

る。これについてはボートピア周辺の会長らと一度相談したほうがいい。 

 白潟地区でも防災会議を開催しており、役職も決めている。必要時連絡可

能な人間を 3 名程度情報提供が必要なら、また連絡してほしい。 

 また、施設運営に関して改めてお礼を申し上げたい。家族向けに、写真つ



きで分かりやすい報告書を提供して頂き、「施設ではこんなことをやっている

のか」と、嬉しく感じている。出来る範囲で行事などを行っておられ、こま

めに報告があることにお礼を申し上げたい。 

GH 家族  今回初めて参加した。自分は異なる地区に住んでいるが、敬愛苑を避難場

所として認識した。また、家族が災害に対して安心できる場所に入っている

ことが分かった。 

地域 C  避難所として協定を結ばれているが、物資の支援などは市から得ることは

できないのか？ 

松江市  指定避難所ではない限り、難しい。また、市から避難所をやりなさいと発

信していくことも難しい。福祉避難所として事前相談して頂けることが望ま

しい。 

地域 B 他事業所では、大きな体育館を作り、そこを福祉避難所に指定されていた

ケースもある。検討されてみてはどうか。 

DS 家族 妻が週三回で利用しており、送迎もしてもらい、親切にしてもらっており

大変喜んでいる。今後ともよろしくお願いします。 

松江市  BCP 義務化となり書類作成して一安心という施設が多いが、作成してから

が本番であることを認識してほしい。敬愛苑は訓練なども繰り返し行ってお

り、素晴らしいことだと思う。 

 今後も計画と訓練はセットであることを忘れず見直しを繰り返し、ブラッ

シュアップを行っていってほしい。実効性のある BCP として磨き上げていっ

てほしい。 

◎その後、非常階段より 2 階ボートピアへ移動。広さと、自販機、トイレの場所の確認。

椅子が多量に並んでいる避難所となる場所を確認する。苑備蓄のレトルトご飯を配布し、

そのままボート入り口から外に出て解散となる。 

 

 

※事業所確認欄 

□活動報告についての評価を受けることができたか。 ○ 

□要望・助言等受ける機会を設けたか。 ○ 

 


